
 

お知らせ 
 

・「やまがた満喫！収穫日和」             

・第18回 日本一たのしいやまがた馬まつり開催！ 

・仙山交流 麺活スタンプラリー 実施中！ 

・まちなかの整備を一緒に考えてみませんか？ 

 文翔館周辺エリアウォーカブル基本構想の策定にむけて 

・フードドライブの実施 

・結核予防週間 

・細菌性食中毒予防 

ニュース・事業紹介 
 

・知事と若者の地域創生ミーティングin山形市      …1 

・村山地域議員協議会 開催                …2 

・鉄道利用や沿線の魅力を再発見“鉄道でGO！” 

・高校生による自転車のヘルメット着用呼びかけ運動   …３ 

・「むらやま農産加工技術研修会」開催 

・村山地域緊急渇水対策会議 開催 

・交差点の混雑緩和に向けた社会実験中！        …4 

・排水ポンプの操作訓練を実施 

・村山地域地球温暖化対策協議会講演会 開催 

村山総合支庁ニュースは、山形県のＨＰからもご覧いただけます。 

最新号だけでなく、過去の記事も掲載しておりますのでぜひご覧ください。 

７月11日（木）、山形市男女共同参画センター「ファーラ」において「知事と若者の地域創生ミー

ティングin山形市」が開催されました。企業経営者や農家、高校生などの若者７名と吉村知事、佐藤市

長が対談し、佐藤市長進行のもと、地域の良さや課題について様々な意見が交わされました。 

茅葺き屋根職人として活躍する女性は、「茅の良さを広く知ってもらい地産地消を進め茅場を維持

できるようにしたい」と自身の意気込みを語ったほか、その他の参加者からは「山形市と新潟市のラー

メン合戦のように県内の各観光地同士が連携し、楽しく盛り上がると良い」、「自分のやりたいこと

や悩みなどを気軽に話し共感しあえる場があるといい」などの発言がありました。 

 知事は、「皆さんそれぞれの立場でしっかり自分を持って活動している。今後の取組みに向けて

大変参考になった。繋がりあい、支え合い、助け合いながら地域を盛り上げていただきたい。」と

話しました。 

（総務課 TEL 023-621-8105） 



MuraSou News   P２ 

冬期間の少雪及びその後の高温・少雨により、農業用水の供給や農産

物の生産への影響が懸念されていることから、7月4日（木）に「村山

地域緊急渇水対策会議」を開催しました。 

管内の土地改良区、市町、農業協同組合をはじめ、東北農政局山形県

拠点や関係機関・団体から約40名が参加し、農業用水の状況、効率的

な水管理について情報を共有し、迅速に対応していくことを関係者間

で確認しました。 

 村山総合支庁では、今後の降水量や気温、農作物の生育状況を注視

し、関係機関・団体との緊密な連携の下、必要な警戒対応を継続してい

きます。 

（地域産業経済課 TEL 023-621-8433） 

 ６月７日（金）に西村山・北村山地域議員協議会、６月13日（木）に東南村山地域議員協議会を、それぞ

れ村山総合支庁北村山地域振興局、本庁舎において開催しました。  

 西村山・北村山地域議員協議会には７委員が、東南村山地域議員協議会には１3委員が出席しました。 

 地主総合支庁長から管内における施策の取組状況などについて説明し、各委員からは村山地域の行政課題

や施策展開等について活発な質疑応答が行われました。 

（総務課 TEL:023-621-8107） 

○西村山・北村山地域議員協議会 

・さくらんぼの生育状況について 

・治水対策について 

・感染症対策の今後の取組みについて 

・新規就農者と支援体制について 

・鳥獣被害対策について 

・西村山地域の公共交通について 

・小中学校の統合計画について 

○東南村山地域議員協議会 

・さくらんぼ収穫期の情報提供について 

・自殺対策、子どもの居場所づくりについて 

・少子化対策、結婚支援について 

・インバウンドへの対応について 

・鉄道沿線活性化の取組みについて 

・クマ出没について 

・道路、河川の整備について 

・ため池、ダムの対策について 



MuraSou News   P３ 

 村山総合支庁では、やまがた鉄道沿線活性化プロジェクト推進

協議会のもと、村山ワーキングチームを設置し、鉄道利用による

交流人口の拡大や住民の利用促進等の取組みを進めています。 

 鉄道利用や沿線の魅力を再発見していただくため、7月2日

（火）から31日（水）まで県立図書館で連携展示を行いました。

村山地域の沿線イベントマップの展示、来館者による鉄道利用の

思い出や沿線のおすすめスポットの紹介、鉄道関連クラフトの作

成、村山地域に関するクイズの出題などを行い、たくさんの来館

者にお楽しみいただきました。 

 

（総務課連携支援室 TEL 023-621-8353） 

7月5日（金）、近年、関心が高まっている農産物の冷凍技術を

学ぶ「むらやま農産加工技術研修会」を、村山総合支庁西村山地

域振興局で開催しました。 

村山地域の農産加工実践者等約50名が参加し、農産物の冷凍

加工における前処理技術とともに、農産物を1次加工する際の品

質保持の方法などを学んでいただきました。また、漆山果樹園（南

陽市）の漆山陽子氏より、加工品製造における冷凍の活用方法や

必要な設備など、より実践的な事例をお話しいただきました。 

 参加者からは、「冷凍における前処理の重要性が理解できた」、

「実践者の具体的な話が聞けて良かった」、といった感想があり

ました。 

 農業技術普及課では、農産加工実践者の技術力向上や商品開発

等を支援しておりますので、お気軽にご相談ください。 

（農業技術普及課 TEL 023-621-8294） 

 7月11日（木）、村山地域交通安全対策協議会では、寒河江高校生徒会

執行部・交通安全委員会の皆さんと、寒河江警察署と合同で、登校する同

校の生徒にヘルメット着用を呼びかけました。啓発用うちわやチラシの配

布のほか、ヘルメットの試着を通して、軽さや通気性を体験してもらうな

ど、命を守るためのヘルメットの大切さを知っていただきました。 

（総務課防災安全室 023-621-8234） 

〝明るいやまがた〟夏の安全県民運動 展開中！ 
7月22日（月）～8月21日（水） 



MuraSou News   P４ 

 山形市内の千歳橋銅町交差点で、混雑緩和に向けた社会

実験を実施中です。千歳橋を通って山形市内に向かう南進

車線の、右折・直進左折に分けていた車線をなくし、幅広

い1車線（フリーレーン）に変更しています。 

 6月17日（月）に実験を開始し、その直後に実施した

状況調査から、朝の通勤時間帯に赤信号で止まる車両の

列の長さが半減したという結果が得られました。一方

で、「３台並べない」「狭い」という意見が寄せられて

いる状況です。 

 この社会実験は、令和7年3月までの実施を予定してお

り、今後も調査継続していきます。早めのウインカーや譲

り合いを心がけながらご走行いただき、アンケートにご協

力ください。 

 

（都市計画課 TEL 023-621-8239） 

県では、近年多発する豪雨による浸水被害の軽減に向けて令和2年度から各総合支庁に可搬式排水ポンプを

9台配備して、毎年、官民合同で同ポンプの操作訓練を行っています。今年度は、6月14日（金）に村山市河

島地内の大旦川・新川合流点において、全県から約70名が参加して訓練が行われました。 

 豪雨災害への備えと、ポンプ操作及び排水作業のポイントを学ぶ大変有意義な機会でありました。 

（北村山河川砂防課 TEL 0237-47-8677） 

 6月27日（木）、村山地域地球温暖化対策協議会主催の講演会が開

催されました。『地球温暖化・カーボンニュートラルの現在地～これま

での20年、これからの20年～』というテーマのもと、東北芸術工科大

学建築・環境デザイン学科の三浦秀一教授を講師にお迎えし、住宅・建

築物分野での具体的な省エネ対策の進め方などについてご講演いただ

きました。参加者は県庁所在地のなかで山形市が年間エネルギー支出

全国1位という事実を厳粛に受け止め、危機感を新たにしていました。 

（環境課 TEL 023-621-8425） 

  



MuraSou News   P５ 

 旬の野菜や果物の収穫体験ができる企画「やまがた満喫！収穫日

和」の夏企画が開催中です！ももやぶどうなど旬の果物狩りをはじ

め、本わさびの収穫なども体験できます。 

 また、期間中にチラシを持参して収穫体験をすると、先着で農園近

くの日帰り温泉入浴券をプレゼントするキャンペーンを実施中で

す！収穫体験で汗をかいた後は温泉でさっぱり汗を流しましょう！ 

 お申込みについてはチラシとHPをご覧ください。 

 

（観光振興室 TEL 023-621-8441） 

 「第18回日本一たのしいやまがた馬まつり2024」が開催されます！ 

 当日は、乗馬や馬車の試乗体験ができるほか、動物とのふれあいや手作り

クラフトのマルシェ、飲食ブースなどが盛りだくさん！一日楽しめる内容

で皆様の御来場をお待ちしています。 
 

 日時：9月29日（日） 9:30～15:00 

  会場：蔵王みはらしの丘ミュージアムパーク 
 

（都市計画課 TEL 023-621-8195） 

山形県・宮城県の交流人口の拡大と周遊促進を図るため、宮城県と連携し、「仙山交流 麺活ス

タンプラリー」を実施しています。 

両県に設置した麺スポット10か所で、スマホで二次元コードを読み込むと、スタンプを獲得

できます。対象エリアは、山形県が山形市及び北村山地域、宮城県が仙台市及び黒川地域になり、

実施期間は令和6年10月10日（木）までです。スタンプ数に応じて、両県の特産品等が抽選で

プレゼントされます。ぜひご参加ください！ 

（観光振興室 TEL 023-621-8444） 



MuraSou News   P６ 

 山形市の文翔館を中心としたエリアを対象に、居心

地が良く歩きたくなるまちなか整備に向けた構想の

策定に取り組んでいます。今年度は、公募により選ば

れた皆様の想いを構想に反映するためのワーク

ショップを開催するほか、県道を自転車道や休憩ス

ペースとして活用する社会実験を行う予定です。ワー

クショップでは、VRゴーグルを使って、まちの将来像

を体験する企画も用意しています。 

 ワークショップは9月から４回程度、社会実験は10

月に開催予定です。 

（都市計画課 TEL 023-621-8239） 

 フードドライブとは、家庭で眠っている食品を寄付

していただき、食の支援が必要な世帯等にお配りする

ものです。 

 ８月27日（火）から30日（金）に村山総合支庁の

各庁舎で実施します。実施日は、会場によって異なり

ます。 

詳細は、ホームページをご覧ください。 

 今年は、特に、お米が不足しております。多くの県

民の方からのご協力をお待ちしております。 

 

（環境課 TEL 023-621-8452） 

 むし暑いこの時期は、細菌が増えやすいため、食中

毒が発生しやすくなります。家庭でも「つけない（しっ

かり手洗い）」 「ふやさない（適切な温度管理）」 「やっ

つける（しっかり加熱）」の３原則で食中毒を予防し

ましょう。また、テイクアウト（持ち帰り）した食品

は、長時間持ち歩かないで、速やかに食べましょう。 

 

（生活衛生課 TEL 023-627-1185） 

 結核は過去の病気ではありません！今も年間1万人

以上が発病している重大な感染症です。 

 症状は長引く咳、痰、微熱、だるさなど。そのほか

食欲不振、寝汗、体重減少といった結核と気付きにく

い症状しか出ない人もいます。 

 患者の約4割が80歳以上ですが、近年若年の外国人

患者も増えています。症状がなくても毎年健診で胸部

X線検査を受け、早期発見・早期受診を！ 

 

       （保健企画課感染症対策室 

TEL 023-627-1105） 


